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議   案 

第１号議案 2021 年１月１日から 2021 年 12 月 31 日までの 

事業ならびに会員状況報告の件 

第２号議案 2021 年１月１日から 2021 年 12 月 31 日までの 

貸借対照表，正味財産増減計算書，財産目録の承認の件 

第３号議案 2022 年度理事選任の承認の件 

第４号議案 2022 年度事業計画ならびに収支予算の承認の件 

 

 

 

 

 

   

  

一般社団法人  
日本エネルギー学会  
 

The Japan Institute of Energy 



 

第 97 回定時総会ならびに関連行事 
 

次次  第第  

1133::3300～～1144::5500  第第 9977 回回定定時時総総会会                          （（220022 号号室室））  

１．開会 

２．会長挨拶 

３．議案審議 

４．閉会 

 

1155::0000～～1155::3300  22002211 年年度度日日本本エエネネルルギギーー学学会会表表彰彰式式    （（オオンンラライインン開開催催））  

１．開会 

２．選考経過報告 

３．表彰 

４．会長挨拶 

５．閉会 

 

1155::4400～～1177::0000  受受賞賞者者講講話話          （（オオンンラライインン開開催催））  

1. 微粉炭燃焼発電プロセスにおける環境負荷物質の発生メカニズムおよび低減・

除去に関する研究 

 岐阜大学 神原 信志 

 

2. 「クローズド」ＩＧＣＣによる高効率ゼロエミッション火力技術の開発 

 一般財団法人電力中央研究所 

三菱重工業株式会社 

3. 本会の発展に対する功績 

元産業技術総合研究所 元当会理事 斎藤 郁夫 

4. 本会の発展に対する功績 

株式会社住環境計画研究所 代表取締役会長 元当会理事 中上 英俊 

  

  

  



第第１１号号議議案案  22002211  年年 11 月月 11 日日かからら 22002211 年年 1122 月月 3311 日日ままででのの  

事事業業ななららびびにに会会員員状状況況報報告告のの件件  
  

１１．． 本本会会事事業業報報告告  

１１－－１１  委委員員会会、、会会合合等等  

○定定時時総総会会 

第 96 回定時総会を 2021 年 2 月 26 日（金）13:30 から学士会館にて開催し、次の議案につい

て審議の上、原案どおり承認された。 

第１号議案 2020 年１月１日から 2020 年 12 月 31 日までの事業ならびに会員状況報告の件 

第２号議案 2020 年１月１日から 2020 年 12 月 31 日までの貸借対照表、正味財産増減計算書、

財産目録の承認の件 

第３号議案 2021・2022 年度理事・監事選任の承認の件 

第４号議案 2021・2022 年度補欠理事選任の承認の件 

第５号議案 2021 年度事業計画ならびに収支予算の承認の件 

なお、2021 年度定時総会については、新型コロナウィルス感染拡大防止のため、例年開催してい

る表彰式/特別講演/祝賀懇親会は中止とした。受賞者講演についてはハイブリッド開催とし、受

賞者にはオンラインにてご講演頂いた。 

○理理事事会会 定例 5 回（1/27、3/29、6/29、9/29、11/19）、臨時 1 回（2/26） 

（1）2020 年度第 5 回定例理事会 2021 年 1 月 27 日（水）10:00～12:00 

Web 開催、出席者 19 名（理事 21 名） 

〔審議事項〕 

会長および専務理事から業務報告（12 月下旬まで） 

1. 議事録 承認の件 

2. 会員入退会 承認の件 

3. 補欠理事 承認の件  

4. 第 96 回定時総会議案 承認の件 

①第１号議案 2020 年 1 月 1 日から 2020 年 12 月 31 日までの事業ならびに会員状況報告

の件 

②第２号議案 2020 年 1 月 1 日から 2020 年 12 月 31 日までの貸借対照表、正味財産増減

計算書、財産目録の承認の件 

③第３号議案 2021･2022 年度理事選任の承認の件 

④第４号議案 2021･2022 年度補欠理事選任の承認の件 

⑤第５号議案 2021 年度事業計画ならびに収支予算の承認の件 

5. 規程の改訂 承認の件 

〔連絡事項〕 

6. 第 96 回定時総会および関連行事について 

7. 各部会、委員会、各種行事進捗報告の件 

8. その他（今後の理事会スケジュール等） 

（2） 2021 年度第 1 回臨時理事会   2021 年 2 月 26 日（金）14:30～14:40 

ハイブリッド開催（於:学士会館、Web）、出席者 17 名（理事 21 名） 

〔審議事項〕 

 1. 2021･2022 年度 役員選任の件 

2. 2021･2022 年度 委員会委員長 選任の件 

（3） 2021 年度第 2 回定例理事会   2021 年 3 月 29 日（金）15:00～16:30 

Web 開催、出席者 15 名（理事 21 名） 

〔審議事項〕 

会長および専務理事から業務報告（2 月下旬まで） 

1. 議事録 承認の件 

2. 会員入退会 承認の件 

3. 収支報告（2 月末）の件 

4. 2021 年度表彰委員長及び委員 選任の件 
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5. 2021・2022 年度 100 周年記念事業委員長および委員選任の件 

6. 2021・2022 年度専門部会部会長 選任の件 

7. 規程の改訂 承認の件 

〔連絡事項〕 

8. 第 96 回定時総会の報告 

9. 各部会、委員会、各種行事進捗報告の件 

10.その他（今後の理事会スケジュール等） 

（4）2021 年度第 3 回定例理事会 2021 年 6 月 29 日（火）15:00～16:10 

Web 開催、出席者 19 名（理事 21 名） 

〔審議事項〕 

会長および専務理事から業務報告（5 月下旬まで） 

1. 議事録 承認の件 

2. 会員入退会 承認の件 

3. 収支報告（5 月末）の件 

4. 2021 年度「論文賞」受賞者承認の件 

5．規程の改訂 承認の件（部会規程、会員規程） 

〔連絡事項〕 

6. 100 周年記念事業の進捗状況について 

7. 表彰委員会のスケジュールについて 

8. 会員増強委員会からの報告 

9. 各部会、委員会、各種行事進捗報告の件 

10.その他（今後の理事会スケジュール等） 

（5）2021 年度第 4 回定例理事会 2021 年 9 月 29 日（水）13:30～15:00 

Web 開催、出席者 17 名（理事 21 名） 

〔審議事項〕 

 会長および専務理事から業務報告（8 月下旬まで） 

1．議事録 承認の件 

2．会員入退会 承認の件  

3．収支報告（8 月末）の件 

4. 委員交替の件 

5．規程類の制定 承認の件 

6．規程の改訂 承認の件 

〔連絡事項〕 

7．100 周年記念事業の準備進捗状況について 

8. 各部会、委員会、各種行事進捗報告の件 

9．その他（理事会スケジュール、理事交代挨拶） 

（7）2021 年度第 5 回定例理事会 2021 年 11 月 19 日（水）13:00～15:00 

Web 開催、出席者 15 名（理事 19 名） 

〔審議事項〕 

 会長および専務理事から業務報告（10 月下旬まで） 

1．議事録 承認の件 

2．会員入退会 承認の件  

3．収支報告（10 月末）、年度末収支見通し報告の件 

4.「2021 年度学会表彰」学会賞、進歩賞、功績賞、奨励賞 承認の件 

5. 2022･2023 年度 支部長選任 承認の件（東北支部・関西支部） 

6. 規程類の制定・改訂 承認の件 

7．第 97 回定時総会招集 承認の件 

〔連絡事項〕 

8．100 周年記念事業計画 

9. 各部会、委員会、各種行事進捗報告の件 

10.その他（今後の理事会スケジュール等） 
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○監監事事会会（（監監査査）） 1 回 

・2021 年 1 月 18 日（月）15:00～17:00、学会事務局会議室において行われた。 

 2020 年 1 月 1 日から 2020 年 12 月 31 日までの会計および業務監査 

1. 2020 年 12 月末における貸借対照表、正味財産増減計算書および財産目録の監査 

2. 事業ならびに会員状況についての監査 

3. 銀行預金通帳の照合 

○名名誉誉会会員員・・参参与与懇懇談談会会 

・例年、定時総会の日に開催しているが、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止とし

た。 

○企企画画委委員員会会（（110000 周周年年記記念念事事業業実実行行委委員員会会）） 2 回（5/10、9/21） 

（1）第 1 回 5 月 10 日（月）13:30～15:30 Web 開催 

[議事内容] 

1. 100 周年記念事業 統一テーマについて 

2. 100 周年記念事業 各部会・支部計画案について 

3. 各部会・支部計画（案）とスケジュールについて 

4. 100 周年記念事業 全体企画案（企画委員会所掌）について 

5. その他（今後の予定など） 

（2）第 2 回 9 月 21 日（月）11:00～12:00 Web 開催 

[議事内容] 

1. 100 周年記念事業 各部会・支部計画案について 

2. 100 周年記念事業準備進捗状況について 

3. その他（今後の予定など） 

○総総務務委委員員会会 4 回 （3/17、6/15、9/10、11/9） 

（1）第 1 回総務委員会（3/17）書面審議 

1. パートタイム職員就業規程の制定について 

（2）第 2 回総務委員会（6/15）書面審議 

1. 部会規程の改訂について 

2. 会員規程の改訂について 

3. 支部別会員リスト情報提供実施要領の改訂について 

（3）第 3 回総務委員会（9/10）書面審議 

1. 法定備置書類閲覧・謄写等規程および同要領の制定について 

2. 旅費規程の改訂について 

3. 総務委員会運営要領の制定について 

（4）第 4 回総務委員会（11/9）書面審議 

1. 調査役処遇要領の制定について 

2. 職員給与規程の改訂について 

○表表彰彰委委員員会会 3 回（5/27、7/29、11/12）Web 開催 

(1)本年度論文賞受賞候補者の承認（2 件）（5/27） 

(2)本年度選考委員の承認（7/29）  

(3)本年度学会賞、進歩賞、功績賞、奨励賞受賞候補者の決定（11/12） 

   学会賞（学術部門）1 件、学会賞（技術部門）1 件、 

進歩賞（学術部門）1 件、進歩賞（技術部門）1 件、 

功績賞 2 件、奨励賞 8 件 

・その他表彰選考委員会 11 回 

論文賞－編集委員会（2020/12/15、2021/2/15、4/15） 

奨励賞－液体微粒化部門（2020 年 11 月上旬、2021/12/18） 

奨励賞－バイオマス部門（2020/11 月上旬、2021/1/21） 

奨励賞－大会部門（2021/5/19、9/13） 

奨励賞－石炭科学会議部門（2021/8/19、10/27） 

○部部会会長長･･支支部部長長連連絡絡会会 2021 年 11 月 19 日（木）15：00～17：00 

Web 開催 
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・情報提供（学会の状況について） 

・100 周年記念事業について（100 周年記念事業計画） 

・各部会･支部活動について（近況、今後の予定など） 

○編編集集委委員員会会   

2 誌体制移行に伴い、2017 年 6 月以降、各紙を担当する 2 編集小委員会の体制に移行した。 

・日エネ学会誌編集小委員会  2 回（Web 開催 2/15、4/15） 
- 投稿論文について、Web 上（J-STAGE）で最新号まで公開継続。 

- 論文賞表彰について審議 

・日エネ学会機関誌えねるみくす編集小委員会 6 回（Web 開催 1/27、3/18、6/3、7/26、 9/17、

11/29） 
- 特集記事および講座について、2021～2022 年度の編集計画を策定 

- 100 周年記念事業関連について 

- 会誌 9月号（Annual Energy Reviews 号）の発行 

○出出版版委委員員会会 2 回（Web 開催 4/14、6/9） ※リサイクル部会編集委員会と合同開催  

・「廃プラスチックの科学と技術（仮）」目次案、執筆者検討（4/14） 

・目次構成検討、執筆依頼状況確認、査読者検討、本題名検討（6/9） 

○大大会会実実行行委委員員会会  

・大会実行委員会 4 回（Web 開催 1/29、3/19、5/19、9/13） 

(1)日程、会場等、現状の確認および現地開催とオンライン開催の判断基準（1/29） 

(2)オンライン開催切り替え是非検討（3/19） 

(3)オンライン開催要領確認、大会プログラム構成確認（5/19） 

(4)大会実施報告、奨励賞候補者選考、ポスター発表賞選考（9/13） 

・オンライン開催 WG 3 回（Web 開催 2/15、4/22、6/15） 

(1)オンライン開催時の運営体制検討（2/15） 

(2)オンライン開催要領策定（4/22） 

(3)発表者/座長/聴講者向け参加要領、リハーサル計画（6/15） 

・・第第 3300 回回日日本本エエネネルルギギーー学学会会大大会会（2021 年 8 月 4 日、5 日 オンライン開催）（参加者:207

名） 
【研究発表】111 件（口頭発表 87 件、ポスター発表 24 件） 

【2021 年度｢論文賞｣表彰式および受賞者講演】 

【特別講演】 

1．「カーボンニュートラル時代における水素政策の今後の方向性」 

藤岡 亮介（資源エネルギー庁） 

    2.「気候変動対策への金融分野の役割 －構造的な変化と今後の展望－」 

工藤 拓毅（日本エネルギー経済研究所） 

【基調講演】 

1.「エネルギープロセス用気固反応装置」                          清水 忠明（新潟大学） 

2．「新しい C1 化学反応の創成」                                    椿 範立（富山大学） 

3.「バイオマスと低炭素化」                                山本 博巳（電力中央研究所） 

4.「脱炭素社会の実現に向けたプラスチック資源循環のあり方：ケミカルリサイクルと 

エネルギー回収の役割」                                        中谷 隼（東京大学） 

5．「人々に行動を変えてもらうためには？ まちづくり・交通問題への社会心理学の応用事例」 

谷口 綾子（筑波大学） 

6.「バイオマス発電システムの高度化：燃焼の高付加価値化とエネルギー貯蔵との統合」 

伏見 千尋（東京農工大学） 

 【若手研究者勉強会講演会】 

「産業連関表を用いた鉄鋼マテリアルフロー分析とエネルギーフローへの含意」 

中村 愼一郎（早稲田大学） 

○110000 周周年年記記念念事事業業委委員員会会 3 回（5/27、7/27、11/12） 

(1)100 周年記念事業統一テーマ設定、100 周年記念事業計画案と実施スケジュール確認（5/27） 

(2)100 周年記念事業準備進捗確認と小委員会設置（7/27） 

(3)100 周年記念事業計画確認（11/12） 

○110000 周周年年記記念念事事業業実実行行委委員員会会 2 回（企画委員会内で開催） 
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○第第 1188 回回維維持持会会員員懇懇談談会会 

  新型コロナウィルスの感染拡大により開催中止 

○学学生生ののたためめのの国国際際会会議議発発表表支支援援 0 件 

・新型コロナウィルスの世界的な流行により予定された国際会議（International Petroleum 

Technology Conference （IPTC））は現地開催中止 

○IIEEAA//JJEECCCC（（燃燃焼焼改改善善とと排排出出物物低低減減研研究究日日本本委委員員会会））（（受受託託調調査査）） 

1. JECC-第 19 期第 4 回定例会議・Web 開催（8/2） 

・第 19 期 2 年目収支決算、第 20 期 1 年目予算案 

・IEA／TCP 会議報告および最近の状況報告 

・勉強会「CO2 回収型次世代 IGCC 技術の開発」（講師：電力中央研究所 梶谷史朗氏） 

 2. JECC-第 20 期第 1回定例会議・Web 開催（12/21） 

・収支報告；第 20 期 1 年目収支実績見通し 

・IEA／TCP 会議報告および最近の状況報告 

 ・勉強会「水素燃料貫流蒸気ボイラの開発」（講師：三浦工業 竹本真典氏） 

 

１１－－２２  刊刊行行  

○日日本本エエネネルルギギーー学学会会誌誌「Journal of the Japan Institute of Energy」（電子版、毎月） 

  査読付き投稿論文 J-STAGE に掲載 

○日日本本エエネネルルギギーー学学会会機機関関誌誌「「ええねねるるみみくくすす」」 6 冊発行（電子版・冊子、隔月） 

    特集記事／トピックス 第 100 巻 第 1 号～第 6 号 （第 5 号はアニュアルレビュー号） 

  

１１－－３３  部部会会関関連連  

((11))   石石炭炭科科学学部部会会  

・第 58 回石炭科学会議（主催：石炭科学部会、コークス工学研究部会、重質油部会） 

 （10/26～27、Web 開催 参加者：85 名） 

【研究発表】 

口頭発表：34 件／9 セッション  

【招待講演】 

 「石炭中微量有害成分の形態と挙動」             菅原勝康(秋田大学名誉教授) 

 「エナジートランジションの時代における石炭ガス化/IGCC 技術の展望」 

 藤井 貴(三菱重工業株式会社) 

 「固体燃焼における灰付着と高温腐食」          長沼 宏(東北発電工業株式会社) 

【特別講演】 

 「６億年間の動物の進化と盛衰を左右した５つの事件の経緯」  海保邦夫(東北大学名誉教授) 

・第 58 回石炭科学会議 第 1 回実行委員会（4/13：Web 開催） 

・第 58 回石炭科学会議 プログラム編成委員会（8/18：Web 開催） 

・第 58 回石炭科学会議 第 2 回実行委員会（8/19：Web 開催） 

・第 58 回石炭科学会議 第 3 回実行委員会（10/27：Web 開催） 

 

((22)) ココーーククスス工工学学研研究究部部会会  

・第 58 回石炭科学会議：石炭科学部会と共催（10/26～27）（石炭科学部会欄参照） 

・第 58 回石炭科学会議 実行委員会（石炭科学部会欄参照） 

  

((33)) 重重質質油油部部会会  

・第 58 回石炭科学会議：石炭科学部会と共催（10/26～27）（石炭科学部会欄参照） 

・第 58 回石炭科学会議 実行委員会（石炭科学部会欄参照） 

 

((44)) 天天然然ガガスス部部会会  
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［部会共通］ 

・天然ガス部会 日本エネルギー学会100周年記念事業企画案検討WG（3/15、5/15、10/26） 

・合同幹事会 2回（7/28 Web開催、12/14 会議室＋Web開催併用） 

天然ガス部会100周年記念行事企画検討、2021年活動方針および上半期活動実績確認 等 

［GH（ガスハイドレート）研究会］ 

・第 57 回 GH 研究会（3/5 Web 開催、参加者 45 名） 

講演 1. 商業化に向けたインタラクティブなコンセプト評価モデル 

                             和田 良太（東京大学）、今野 義浩（東京大学） 

講演 2. ラマン分光法によるガスハイドレートに包接されたゲスト分子の分子内振動の 

温度依存性の考察                     伏屋 豪（北見工業大学） 

講演 3. 研究生活を振り返って                            山本 佳孝（産業技術総合研究所） 

・第 58 回 GH 研究会（8/7：Web 開催、参加者 44 名） 

講演 1. 十勝沖メタンハイドレートからの水素製造                岡崎 文保（北見工業大学） 

講演 2. 新しいメタンハイドレート開発システムを考えるワークショップに向けて： 

認知バイアスに注目したアイデア創出手法の活用 

彭 思雄（東京大学 新領域創成科学研究科） 

講演 3. ガスハイドレートにおけるメモリー効果 

Nobuo Maeda（Associate Professor, University of Alberta） 

  

（（55））ババイイオオママスス部部会会  

・第16回バイオマス科学会議（1/20～21 Web開催）（参加者：85名） 

【研究発表】 

口頭発表：28 件／8 セッション、ポスター発表：15 件  

【依頼講演】 

カーボンリサイクルに資する微生物発酵技術              中島田豊（広島大学） 
・第8回アジアバイオマス科学会議（共催：アジアバイオマス協議会） 

（1/22 オンライン開催、参加者：90名） 

【研究発表】 

口頭発表：14 件／4 セッション、ポスター発表：15 件  

【基調講演】 

「Enhancing Climate Adaptation Capacity of a 4.9 MW Biomass Power Plant through 

the Concept of Energy Resilience」 

Nuwong Chollacoop 博士（タイ科学技術省国立科学技術研究所金属材料技術開発センター） 

・2021年度「バイオマス夏の学校」（9/14 Web開催、参加者：43名） 

   〇バイオマスを巡る最近の動向     山本 博巳（(一財)電力中央研究所・バイオマス部会長）  

  泊 みゆき（バイオマス産業社会ネットワーク理事長）  

〇長岡市周辺におけるバイオマス利用の取り組み 

「長岡の風土・歴史・産業から生まれるバイオコミュニティ」小笠原渉（長岡技術科学大学）  

  「長岡市の取組み 生ごみバイオガス化事業」    小林 芳文（長岡市環境部環境施設課） 

  「大原鉄工所のバイオマス利活用技術のご紹介」        齋藤 忍（(株)大原鉄工所） 

〇総合討論 

・第21回バイオマス関連部会・研究会合同交流会「カーボンニュートラルに貢献する木質バ

イオマスのマテリアル利用」（12/20 Web開催） 

【主催】(公社)化学工学会エネルギー部会バイオマス分科会、(一社)日本エネルギー学会バイオマ

ス部会、(一社)日本木材学会バイオマス変換研究会、バイオマス利用研究会、木質バイオマス利

用研究会、(一財)バイオインダストリー協会 アルコール・バイオマス研究会 
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〇各部会・研究会活動紹介 

〇キーノートレクチャー 

「カーボンニュートラル実現に向けた取り組み～バイオエコノミーの視点から～」 

  水無 渉（新エネルギー・産業技術総合開発機構(NEDO) ） 

〇講演 

「木材パルプから作られる機能性フィルム・環境対応素材について」杉山公寿（レンゴー） 

「日本製紙でのセルロースナノファイバーの開発状況」金野晴男（日本製紙） 

「低縮合リグニンによる土壌改質技術」藤井亮輔（花王） 

「湿式粉砕と酵素反応を複合した植物高分子の新しい抽出・利用技術の開発」敷中一洋（産総研） 

 

・第16回バイオマス科学会議 第1回実行委員会（1/19 オンライン開催） 

・第16回バイオマス科学会議 第2回実行委員会（1/21 オンライン開催） 

・バイオマス部会総会（8/5 オンライン開催） 

・第17回バイオマス科学会議 第1回実行委員会（12/27 オンライン開催） 

  

（（66））新新エエネネルルギギーー・・水水素素部部会会  

・新エネルギー・水素部会 総合討論（8/5 於 第 30 回日本エネルギー学会大会、Web 開催） 

- 次世代エネルギー、気候変動等に関する討論  

  - 若手研究者、学生との意見交換  

 ・日本エネルギー学会第 30 回大会 事前打ち合わせ（8/2 Web 開催） 

 ・幹事会 3 回（1/12 広島大学、4/8 Web 開催、8/4 Web 開催） 

- えねるみくす特集号、連載講座に関する打合せ  

  - 百周年記念事業に関する打合せ 

  - その他、今後の運営体制や活動内容 等 

・百周年記念事業会議（3/5 Web 開催） 

 

（（77））ガガスス化化部部会会  

・ガス化部会幹事会（2/18 Web 開催）100 周年記念行事、2021 年度活動を協議 

・ガス化部会幹事会（10/22 Web 開催）100 周年記念行事について協議 

・ガス化部会幹事会（11/23 Web 開催）100 周年記念行事/同記念企画について協議 

 

（（88））燃燃焼焼部部会会  

・「燃焼に関する講習会」～エネルギー管理士（熱分野）への第一歩～ 

（7/1～8/7：オンデマンド配信）（受講者：43 名） 

【講習会】 

1．｢熱力学の基礎｣  飯島 晃良（日本大学） 

2．｢流体工学の基礎｣ 飯島 晃良（日本大学） 

3．｢伝熱工学の基礎｣ 奥村 幸彦（香川大学） 

4．｢計測と自動制御｣ 神原 信志（岐阜大学） 

5．｢燃料と燃焼｣   奥村 幸彦（香川大学） 

・燃焼部会 部会（8/5 Web 開催）100 周年記念事業、部会スケジュールを協議 

 

（（99））液液体体微微粒粒化化部部会会  

・第 17 回微粒化セミナー（日本液体微粒化学会と共同主催） 

 新型コロナウィルス感染拡大防止のため開催中止とした。 
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・第 30 回微粒化シンポジウム（30th Symposium （ILASS-Japan） on Atomization）  

（日本液体微粒化学会（ILASS-Japan）と共同主催） 

（12/16～17：オンライン開催） 

【研究発表】 

口頭発表：35 件／9 セッション  

【特別講演】 

 「固体面上を流れる液膜の分裂過程」 稲村隆夫（弘前大学） 

 

  （（1100））省省エエネネルルギギーー・・消消費費者者行行動動部部会会  

・幹事会 3 回（3/25：Web 開催、8/4：Web 開催、11/30：Web 開催） 

  

  （（1111））リリササイイククルル部部会会 

・リサイクル部会 幹事会（3/30 Web 開催）100 周年記念行事、出版企画等協議 

・リサイクル部会編集委員会（4/14 Web 開催）『廃プラスチックの科学と技術（仮題）』 

・リサイクル部会編集委員会（6/19 Web 開催）『廃プラスチックの科学と技術（仮題）』 

・2021 年度の三部会（RGB:リサイクル・バイオマス・ガス化）シンポジウムは中止とした。 

  

（（1122））「「エエネネルルギギーー学学」」部部会会  

・「エネルギー学」部会 学融合分科会セミナー  

～エネルギー移行期における石炭が担う役割と可能性～ （2/24 Web 開催）   

講演１：「エネルギー・環境を巡る動向と低炭素・脱炭素への取組み」  

         廣田 康規（電源開発(株)火力エネルギー部） 

講演２：「再生可能エネルギーと共存する石炭火力発電の役割」   

吉葉 史彦（(一財)電力中央研究所エネルギー技術研究所） 

・「エネルギー学」政策分科会セミナー（9/24 オンライン開催）  

講演１「水素ステーションと水素インフラ整備に関わる現状と展望」  

三浦 真一（(株)神戸製鋼所水素エネルギー室） 

講演２「神戸関西圏における水素利活用の将来ビジョンと需給の定量化」  

井上 恭豪（岩谷産業(株)水素本部）、竹原 優（丸紅(株)新エネルギー開発部） 

・「エネルギー学」教育分科会セミナー（12/10 オンライン開催）  

講演１「環境省における水素社会実現に向けた取組みについて」 

 大谷 直人（環境省地球温暖化対策事業室） 

講演２「CCS の地域受容性 -苫小牧地域における意識調査-」 

窪田ひろみ（(一財)電力中央研究所サステナブルシステム研究本部） 

・「エネルギー学」部会 運営委員会 3 回（5/31、8/4、12/10 オンライン開催） 

・「エネルギー学」部会第 8 回部会総会（8/4 オンライン会議 ）  

 

（（1133））若若手手研研究究者者のの勉勉強強会会  

・若手研究者の勉強会 講演会（8/5 Web 開催 第 30 回日本エネルギー学会大会期間中） 
講演 「産業連関表を用いた鉄鋼マテリアルフロー分析とエネルギーフローへの含意」 

中村 愼一郎（早稲田大学政治経済学術院 教授） 

  

１１－－４４  支支部部関関連連  

（（11））北北海海道道支支部部  

・第 21 回北海道エネルギー資源環境研究発表会および見学会 (主催) 

開催日: 7 月 30 日 (金) 11:00～16:55 

見学会: 北海道ガス本社札幌発電所 

講演会: 北海道ガス本社 2階ホール （実参加＋Web ハイブリッド形式） 

① エネルギーの地産地消を通じた地域連携・再エネ推進の取組  北海道ガス 武田清賢 
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② 下川町の森林バイオマスエネルギーの取組           下川町 山本敏夫 

③ 木質バイオマス利用の進め方～事例紹介とその手法～ 

              森のエネルギー研究所 椎谷悟 

④ 地球温暖化の現状と苫小牧 CCS 実証試験について     日本 CCS 調査 石和田彰 

参加者: 実参加 31 名、Web 参加 26 名（事前登録者数） 

・総会・幹事会 1 回（1/29：メール審議） 

・庶務幹事会 10 回（1/6、2/22、3/10、5/10、6/15、7/19、9/10、9/21、10/24、12/10 

Web 開催） 

・共催・協賛行事 

日本化学会北海道支部 2021 年夏季研究発表会 (7/17 Web 開催：共催) 

第 10 回エネルギー・マテリアル融合領域シンポジウム（11/11 Web 開催：協賛） 

 
（（22））東東北北支支部部  

・令和 3 年度講演会（11/5：Microsoft Teams によるオンライン）新型コロナウイルス感染拡

大防止のためオンラインで実施 

・2021 年度第 1 回役員会（7/8：Microsoft Teams によるオンライン） 

・2021 年度第 2 回役員会（12/2：Microsoft Teams によるオンライン） 

・共催・協賛行事 

第 15 回学都「仙台・宮城」サイエンスデイ 2021（7/18：オンライン、名義後援） 

 化学工学会東北支部 第 26 回東北ジョイント夏季セミナー（9/8-9：オンライン、協賛） 

 火力原子力発電技術協会東北支部 令和 3 年度技術講習会（9/14：オンライン、協賛） 

 火力原子力発電技術協会東北支部 令和 3 年度研究発表会（12/1：オンライン、協賛） 

  

（（33））関関西西支支部部  

・第 37 回 関西支部セミナー ～廃棄物のケミカルリサイクルの動向～ 

（石油学会関西支部共催）（10/15 オンライン開催） 

【講演】 

1. 注目されるケミカルリサイクルの世界的動向      府川 伊三郎（(株)旭リサーチセンター） 

2. 廃棄プラスチックからの水素エネルギー再生とその実用展開 2021  

栗山 常吉（昭和電工(株)） 

3. 廃プラスチック油化によるケミカルリサイクル          野田 修嗣（環境エネルギー(株)） 

4. メタネーション反応器開発における産学連携                    則永 行庸（名古屋大学） 

・関西支部第 66 回研究発表会（石油学会関西支部共催） 

（12/3 関西大学千里山キャンパス） 

【研究発表】口頭発表：19 件 

【講演】 

1. 旭化成のカーボンリサイクルへの取り組みのご紹介   西山ブディアント（旭化成(株)） 

2. 炭素－水素結合の活性化を基盤とする芳香族カップリング反応の開発 

 三浦 雅博（大阪大学） 

・幹事会 4 回（1/22、4/27、7/20、10/15 オンライン開催） 

 

（（44））西西部部支支部部  

・第 20 回九州低炭素システム研究会（参加者：約 60 名） 
（6/30 西日本総合展示場）（経済産業省九州経済産業局、九州大学との共同開催） 
【内容】 
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講演 1「カーボンニュートラルおよびネガティブな炭素資源の転換利用」     林潤一郎（九州大学） 

講演 2「低濃度 CO2の分離回収にむけた冷熱利用化学吸収プロセスの研究開発」  則永行庸（名古屋大学） 

講演 3「佐賀市におけるサーキュラーバイオエコノミーの実践～資源循環による CO2を活用した産業創出」 

             江島英文（佐賀市） 
・第 4 回 学生・若手研究発表会（中止） 

・共催・協賛行事（なし） 

  

１１－－５５  受受託託調調査査関関連連  
  

NNoo..  テテ  ーー  ママ  名名  委委託託元元  期期  間間  委委員員長長  

11  
日本 IEA 燃焼研究－燃焼に関する

省エネルギーと排出物低減 

IEA          

研究会維持会員 
2021.6－2022.5 石間 経章 
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２２．．会会員員状状況況報報告告  

                                                  

 2020 年度末数 増（＋） 減（－） 2021 年度末数 

維

持

会

員 

特級 3 0 0 3 
1 級 2 0 0 2 
2 級 2 0 0 2 
3 級 7 0 0 7 
4 級 18 1 1 18 
5 級 82 1 4 79 

小小  計計  111144  22  55  111111  
名誉会員 17 1 0 18 

正会員（*） 1,163 83 113 1,133 
小小  計計  11,,118800  8844  111133  11,,115511  
賛助会員 91 6 4 93 
合合  計計  11,,338855  9922  112222  11,,335555  

（*）正会員：減（－）には正会員から名誉会員への変更（1 名）を含む。  
 
≪参考≫正会員におけるシニア会員・学生会員の構成比率 

 2017 年度末   シニア会員 231（18%）、学生会員  102（8%） 
 2018 年度末   シニア会員 222（18%）、学生会員  139（11%） 
 2019 年度末   シニア会員 224（18%）、学生会員  154（12%） 
 2020 年度末   シニア会員 210（18%）、学生会員  120（10%） 
 2021 年度末  シニア会員 211（19%）、学生会員  119（10%） 

 
  
 

２０２１年度事業報告 附属明細書 

  

２０2１年度事業報告には、「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則」第３４条 

第３項に規定する附属明細書「事業の内容を補足する重要な事項」が存在しないので、作成しない。 
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第第３３号号議議案案  22002222 年年度度理理事事選選任任のの承承認認のの件件  

 
理理事事（（交交替替））  

１．2021 年度第 6 回定例理事会（2022 年 1 月 24 日）議決済 

後藤 章（ゴトウ アキラ）氏（東京電力ホールディングス株式会社）  

定梶 潤 氏より社内事情により理事を交替 

 

山下 亨（ヤマシタ トオル）氏（出光興産株式会社）  

藤原 尚樹 氏より社内事情により理事を交替 
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第第４４号号議議案案  22002222年年度度事事業業計計画画ななららびびにに収収支支予予算算のの承承認認のの件件  

  

22002222年年度度のの主主たたるる事事業業計計画画  
１１．．指指針針  

本年、当学会は創立100周年を迎えるにあたり、100周年記念事業のテーマとして「2050年カーボン

ニュートラルに向けたエネルギー・環境問題の解決への貢献」を掲げ、学会内外に向けて積極的に情報

発信を行っていく。 

昨今の世界的なコロナ禍の影響を受けつつも、真に持続可能な社会構築に向けて、地球温暖化防止等

の環境保全、エネルギー資源の多様化、エネルギー自給率とコスト、安全性などの観点から、より一層

の省エネルギーや資源循環を進めながら、化石エネルギー、再生可能エネルギー、原子力などのエネル

ギーミックスや対応技術を最適化することは、日本のエネルギー・環境政策に課せられた大きな課題で

ある。特に、2020年 10月、政府は2050年までに温室効果ガス排出量の実質ゼロを目指すと発表し、エ

ネルギー基本計画の更なる見直しの中で電力の非化石化のみならず、運輸・産業界等でもより一層の化

石資源使用の低減によって 2050 年カーボンニュートラルを実現するロードマップを提示することが喫

緊の最重要課題となっている。 

このような情勢の中、エネルギーに関連する各分野において、専門的かつ幅広い情報、人脈を有する

当学会は、「環境の時代における化石資源と再生可能エネルギーのそれぞれの役割とそれを支える技術」

に関する情報発信が大切である。学会活性化の要諦は部会および支部の活性化が基本であり、会員およ

び社会の要望に対応するために、学会の委員会、部会、支部の活動の更なる活性化を図り、諸課題の解

決に貢献していく。財務・運営タスクフォースの提言に沿って財務を強化しつつ、諸活動を進める。 

２２．．委委員員会会・・部部会会・・支支部部のの活活動動方方針針おおよよびび行行事事計計画画等等  

（（１１））委委員員会会活活動動方方針針  

委委員員会会  活活動動方方針針  

企企画画委委員員会会  ① 部会・支部と連携し、活発な学会活動を推進するための方策を検討する。 

② 産・官・学や他学会と連携を図り、地球環境問題などの課題への対応を検討する。 

③ 会員に特典を供与するため、会員へのサービスの改善を検討する。 

④ 理事会、会員増強委員会と連携し、維持会員サービスの向上および維持会員の拡充を

推進する。 

⑤ ホームページの充実やメディア対応など積極的な広報活動を推進する。 

総総務務委委員員会会  ① 一般社団法人に対応したガバナンスの向上（規程の制定や見直し等）を図る。 

② 学会の運営について随時必要な改善を図る。 

③ 規程に沿って、事務局の人事体制を効率化、強化を図る。 

財財務務委委員員会会  ① 学会経営の健全性を確認しながら、新型コロナウィルスの感染防止対策を含め、急速に

変化する経営環境下での厳しい経済環境に対応して今後の安定的運営策を策定する。 

② 財務・運営タスクフォースのフォローの実施を通じて、財務収支の黒字基調を継続す

る。安定運営に必要な正味財産を確保する。 

表表彰彰委委員員会会  ① 表彰委員会において、応募件数増に繋がるよう対策を検討する。特に維持会員の新技

術が応募対象になるよう周知方法等を検討する。 

② 功績賞、技術部門の候補については応募が広がるように検討する。 

③ 必要に応じて表彰規程および表彰規程実施要領を改訂し、選考を適切に実施し、より

有意義な表彰を行う。 

会会員員増増強強委委員員会会  ① 会員にとってより魅力ある学会にする為の具体策について理事会、企画委員会と連携

して検討し実施する。 

② エネルギー、環境に関連する各種団体、企業等の入会勧誘策を検討して実施する。 

③ 維持会員増強を理事の協力のもと具体的に進める。 
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委委員員会会  活活動動方方針針 

編編集集委委員員会会  ① 学会誌の２誌体制に対応した編集方針に基づき、各誌編集小委員会において会誌の 

一層の充実を図る。 

② 各部会との連携（特集記事／トピックス、講座の企画など）を強化する。 

③ Annual Energy Reviews号（9月号）の各分野の内容を充実して継続する。 

④ 機関誌えねるみくすの全記事をJ-STAGEに掲載する。 

⑤ 機関誌えねるみくす電子化に伴い、電子版の充実を検討する。 

⑥ インパクトファクター取得等について検討を引き続き進める。 

出出版版委委員員会会  ① 各種図書のタイムリーな出版に向けて、編集小委員会、各編集ＷＧ・執筆者・出版会社・

学会事務局との調整を図りながら推進する。 

② 学会誌の特集記事、講座等を活用して出版への企画を行う。 

国国際際委委員員会会  ① 学会の各種企画や年次大会において、各部会等と協力しながら海外からの講演を推進

する。 

② アジア・太平洋地区の関係者と情報交換を通じて協力・連携を図る。 

③ アジアバイオマス科学会議など、国際会議の企画・運営を推進する。 

大大会会実実行行委委員員会会  ① 第31回年次大会を円滑に推進する。なお、新型コロナウィルスの感染状況に対応して安

全・衛生に配慮したオンライン開催やハイブリッド開催などの手段も講じる。 

② 大会の中でタイムリーな内容の特別講演、基調講演等を企画、実施する｡ 

③ 大会の中で論文賞の表彰を行い、学会誌への論文投稿を促す。 

④ 大会の中で幹事会の開催など各部会の活動を促す。 

110000周周年年記記念念事事業業

委委員員会会  

110000周周年年記記念念事事業業

実実行行委委員員会会  

① 事業委員会は、100周年記念事業に関する意思決定機関として審議、承認を行う。 

② 実行委員会は、(i)実行委員会にて策定した記念式典等本部関連の実施計画を遂行す

る、(ii) 各部会・支部、編集委員会、出版委員会、大会実行委員会等の策定した実施

計画の遂行につき各実施主体より報告を受ける、(iii)(i)、(ii)の進捗や結果について

事業委員会（もしくは直近の理事会）への報告を行う。 

 

（（２２））部部会会活活動動方方針針おおよよびび行行事事計計画画等等  

部部会会  活活動動方方針針  行行事事計計画画等等  

石石炭炭科科学学部部会会  ① 石炭科学会議の活性化を図るため、石炭

および炭素資源の研究・技術開発の他、

カーボンリサイクル分野を取り入れて積

極的に活動を推進する。 

② 若手研究者・技術者への技術の継承を目

的として、石炭科学会議特別セミナー

「石炭の研究・技術開発に取り組んで-わ

たしの自慢-」を企画する。 

③ 石炭・炭素資源有効利用研究会、JCOAL、

NEDO等との連携を通して、若手石炭研究

者や技術者の人材育成を推進する。 

① 第59回石炭科学会議（10月中を予定、

札幌）を石炭・炭素資源有効利用研究

会と合同開催、テクニカルツアーを実

施（100周年記念行事）。 

② サイドイベントとして特別企画～セミ

ナー「石炭の研究・技術開発にとりく

んで―わたしの自慢―」（上記会議前

日、札幌）。 

③ 実行委員会・幹事会の開催（4月、8月、 

10月）。 
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部部会会  活活動動方方針針 行行事事計計画画等等 

ココーーククスス工工学学            

研研究究部部会会  

① コークス工学の深化と製造・利用技術の革

新のための議論交換の場を提供する。 

② コークス生産技術の深化と関連産業への

技術トランスファーおよび石炭資源の有

効利用技術について議論する。 

③ 石炭科学部会との連携により、石炭科学会

議への研究発表と勧誘活動を行う。 

④ コークス・ノートの発刊により、コーク

ス工学に関する情報の発信と部会員の増

加に努める。 

⑤ コークス工学における若手の研究者と技

術者間の交流・討議の場を設けて活性化

を図る。 

① 第59回石炭科学会議（10月中を予

定、札幌）を石炭科学部会と共同開

催。「コークス」セッションの企画、

運営、サイドイベントの共催。 

② 実行委員会・幹事会の開催（4月、8

月、10月）。 

③ 機関誌Annual Energy Reviews号（9

月号）の「コークス」執筆。 

④ 100周年記念事業の企画行事に対して

実施計画を策定し実施する。 

重重質質油油部部会会  ① 産学官連携を通じた重質油関連の技術開

発、特に重質油有効利用拡大を目指した活

動を図る。 

② 重質油およびハイドロカーボノミクスの

将来の用途、適用可能な要素技術と課題の

リストアップを行う。 

重質油の動向に関する情報収集と発信を

図る。  

① 第59回石炭科学会議（10月末、札幌）

の共催。 

② ハイドロカーボノミクスの用途、要素

技術に関する勉強会の開催。 

③ 実行委員会・幹事会の開催（4月、8月、 

10月）。 

④ 特別記事「ペトロリオミクス技術開発（仮）」

掲載（7月）。 

天天然然ガガスス部部会会  ① 真に持続的な社会構築に資するため、我が

国の基幹エネルギーの１つである天然ガ

スに関して、カーボンニュートラル等の視

点を加えながらその利用拡大を更に進め

るため、資源開発・利用、輸送・貯蔵、科

学・反応システムの３つの分科会において

情報交換・情報提供を推進する。 

② 分科会に加え、非在来型天然ガスとして注

目されているＣＢＭ・ＳＧ（コールベッド

メタン・シェールガス）及びＧＨ（ガスハ

イドレート）に係る２つの研究会におい

て、情報交換及び研究活動を行っていく。 

③ 各分科会及び研究会では、研究発表、シン

ポジウム、講習会、見学会等の活動を、独

自にまたは合同で行い、部会メンバー（及

び天然ガスに関心を持つ人達）の情報の共

有や交流を深めていく。 

機関紙「えねるみくす」に天然ガス関連の

記事掲載を企画していく。 

① 部会全体： 

・部会員のための部会メールによる

情報提供やホームページの充実を

図っていく。 

・100周年記念事業の一環として、部

会横断イベントの形で、天然ガス部

会シンポジウム（仮題）を開催する。 

② 分科会：各分科会で見学会、講演会等

を実施する。 

③ 研究会：各研究会で研究会等を実施す

る。 
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部部会会  活活動動方方針針 行行事事計計画画等等 

ババイイオオママスス部部会会  ① バイオマス関連の情報交換、情報発信の場

とする部会としての目的を遂行する。 

 

① 年次大会(8月)にて総会の開催。 

② 夏の学校(9月頃予定)。 

③ 第17回バイオマス科学会議、第9回ア

ジアバイオマス科学会議（1月、web）

実施。第18回バイオマス科学会議、第

10回アジアバイオマス科学会議準備。 

④ バイオマス関連部会・研究会合同交流

会の開催。 

⑤ 三部会（RGB）シンポジウム（ガス化部

会・リサイクル部会と合同）。 

⑥ アジア・バイオマス協議会への協力。 

ホームページの拡充、ホームページへの

広告募集、出版、編集への協力、受託調

査等への協力。 

⑦ 2022 年度 100 周年記念事業を実施す

る（バイオマス科学会議、アジアバイ

オマス科学会議、年次大会）。 

新新エエネネルルギギーー・・  

水水素素部部会会  

① 学会内において新エネルギー・水素関連

技術開発(再生可能エネルギー、未利用エ

ネルギー、水素エネルギー等の利用に関

する技術開発)に関連する研究の促進や

活性化を図る。  

② セミナー開催やメーリングリスト等を通

して、上記の研究分野の最新研究動向を

発信し、研究者間の情報交換や交流を行

う。 

③ 上記の研究を行っている関係者で日本エ

ネルギー学会に加入していない方々の学

会への入会を促す。 

④ 年次大会での会員の研究発表を積極的に

行うと共に、学会への加入を促しつつ非会

員へも発表を勧誘する。 

① 新エネルギーや水素関連技術のセミ

ナー・見学会の開催。 

② 水素エネルギーに関する本の出版に

向けた協議。 

③ 総説特集の企画。 

④ 年次大会(8 月)への積極的な研究発表

ならびに参加者勧誘。 

⑤ 新エネルギー・水素エネルギー技術の

開発や促進を行っている他団体との交

流、特に世界水素エネルギー会議を積

極的な交流の場として活用する。 

⑥ 2022年度100周年記念事業として、水

素に関する特集号、連載講座、カーボ

ンニュートラルにつながる新エネルギ

ー、及び水素に関連する講演会の実施。 

⑦ 部会ホームページの更新・拡充。 

⑧ メーリングリストによる情報発信。 

ガガスス化化部部会会  ① シンポジウムを年１回開催し、リサイクル

部会、バイオマス部会との合同とする。 

② 見学会、勉強会等を適時開催し、他部会お

よび他学協会との連携も視野に入れる。 

① 幹事会。 

② 三部会（RGB）シンポジウム（リサイク

ル部会、バイオマス部会と合同)（5月） 

③ 2022年度100周年記念事業に向けた準

備および実施。 

燃燃焼焼部部会会  ① 気候変動問題に対応する実践的な燃焼技

術の調査を行ない、燃焼技術者を育成す

る。 

② 燃焼技術や環境技術に関連する講演会、エ

ネルギー学会大会への発表を通して、社会

への啓蒙や貢献を行う。 

③ 「日本エネルギー学会100周年記念事業」

の準備および実施。 

① 燃焼の基礎に関する講習会の開催（7

月頃、オンデマンド講習会）。 

② 大会でのセッションの企画。 

③ アンモニア燃焼に関する講演会を開

催。 

④ 100 周年記念事業企画検討・策定およ

び実施。 
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      部部会会        活活動動方方針針 行行事事計計画画等等 

液液体体微微粒粒化化部部会会 ① 会員へのフィードバックおよび部会委員

参画のメリットに重点をおいた方向で部

会活動を進める。 

② 会誌「えねるみくす」へ向けた微粒化関連

記事の協力を行う。 

 

 

 

① 第 17 回微粒化セミナー（開催時期未

定、日本液体微粒化学会と共同主催）。 

② 第 31 回微粒化シンポジウム（12 月、

日本液体微粒化学会と共同主催）。 

③ 部会委員会（年3回程度）。 

100周年記念事業に合わせて、部会活

動の振り返りや、今後の進展に関す

る記事等をえねるみくす等に掲載す

ることを検討する。 

リリササイイククルル部部会会 ① 部会企画行事により情報収集、情報交流

の場を設ける。 

② 部会活動の成果をまとめ、社会に提言す

る。 

③ 循環型社会構築に資する活動を行う。 

④ 他の部会や学会との連携による活動を行

う。 

 

① 部会・幹事会の開催（年3回程度）。 

② 三部会（RGB）シンポジウム（100周年

記念事業としてガス化部会・バイオマ

ス部会と合同）(5月)。 

③ 部会主催講演会や見学会(廃棄物資源

循環学会やプラスチックリサイクル化

学研究会と共同開催予定)。 

④ 100周年記念事業（記念出版、シンポ

ジウム開催（上記②）など）。 

省省エエネネルルギギーー・・  

消消費費者者行行動動部部会会  

① 省エネルギーセンター等との連携を強化

し、下記活動方針に沿った活動を行う。 

② 環境と調和した新しいエネルギー需給構

造、社会システムの構築に向けて検討を

進める。 

③ 省エネルギー技術者、研究者の連携推

進、省エネルギー技術シーズの「実用

化」、「導入・普及」の促進への貢献を目

指す。 

① EECB公開セミナー（省エネ、消費者行

動関連）や見学会の開催。 

② 「エネルギー学」部会及び他部会との

連携講演会や見学会の開催。 

③ 年次大会における省エネルギー・消費

者行動部会セッションの開催。 

④ 100周年記念事業に向けた企画の検

討。 

⑤ 幹事会（年3回程度）。 

「「エエネネルルギギーー学学」」  

部部会会  

① シンポジウム（セミナー）の開催：他学

会、他部会との共催も含めて、シンポジ

ウム（セミナー）を開催していく。 

② エネルギー政策に関する意見交換を行

う。 

③ エネルギー知識の啓蒙：エネルギー知識

啓蒙のための単行本の出版を検討する。 

 

① シンポジウム（セミナー）の開催。 

・学会 100 周年 「エネルギー学」 20 

周年座談会を検討中。 

・「エネルギー移行期における石炭が担

う役割と利用技術の可能性」セミナー

の開催。 

・その他シンポジウム(セミナー)・見

学会の開催を検討中。 

② 他部会、他学会とのセミナー・セッシ

ョンの共催。 

③ 年次大会における「エネルギー学」セ

ッションの開催。 

④ 第6次エネルギー基本計画：2050への

提言”に関して、外部機関を含めて意

見交換会を行う。100周年記念事業へ

の提案を検討する。 

⑤ エネルギー・資源学会と共同でエネル

ギー検定の問題の改定を行う。エネル

ギー知識普及のための単行本の出版の

検討。 

⑥ 幹事会(年3回程度)。 
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部部会会  活活動動方方針針 行行事事計計画画等等 

若若手手研研究究者者のの勉勉強強

会会  

① 産・学・官における若手研究者が意見交換

できる場を提供し、懇親を深め、今後の研

究・開発を合目的かつスムーズに進めてい

くための研究者間の人と知識の有機的な

ネットワークを構築していく。 

② 2050 年のエネルギー社会像をキーワード

として、各部会の若手（40歳未満）の交流

と意見交換を活発化するためワークショ

ップを開催する。 

① 勉強会の開催 

(8月年次大会期間中) 。 

② 幹事会 (年1～2回程度)。 

③ 100 周年記念事業に向けた企画の検

討・実施。 

  

（（３３））支支部部活活動動方方針針おおよよびび行行事事計計画画等等  

支支部部  活活動動方方針針  行行事事計計画画等等  

北北海海道道支支部部  ① 北海道内の関連機関の実態を踏まえ、地

域性を生かした「エネルギー・資源・環境」

に関わる主催行事を開催する。 

① 北海道内の他の学協会等との有機的連携

ならびに各種事業の共催・協賛を積極的

に推し進め、支部会員への情報発信の強

化を図る。 

① 第 22 回北海道エネルギー資源環境研究

発表会及び施設見学会（100周年記念行

事）(9月開催：会場未定) 。 

② 日本化学会北海道支部 2022 年夏季研究

発表会 (共催)。 

② 北海道エネルギー懇話会講演会(共

催)。 

③ 第 11 回エネルギー・マテリアル融合領

域シンポジウム (協賛)。 

④ 幹事会・総会 (1 月：メール開催)。 

⑤ 庶務幹事会 (奇数月)。 

東東北北支支部部  ① エネルギーに関わる講演会や研究会を企

画開催する。 

② 東北・新潟地区における産学官の連携を

促進する。 

③ 他の学協会との連携や共催を進める。 

 

① 講演会および見学会の開催(10 月下旬

～11月中旬(予定))。 

② 100周年記念講演会（検討中）。 

③ 他関連学協会との共催行事。 

・火力原子力発電技術協会東北支部   

令和 4 年度技術講演会および見学会 

(協賛)。 

・学都 仙台・宮城サイエンスデイ 

(仙台市、名義後援)。 

・化学工学会東北支部 第27回東北ジョイ

ント夏季セミナー(青森県、協賛)。 

・火力原子力発電技術協会東北支部 

令和 4 年度技術講習会および見学会 

(協賛) 。 

④ 役員会(5月、11月(予定))。 
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支支部部  活活動動方方針針 行行事事計計画画等等 

関関西西支支部部  ① 石炭、重質油のみならずバイオマス等の

新エネルギーも含めたセミナー等を通し

て横断的にエネルギーに関する情報と討

論の場を提供する。 

② エネルギー源のみならず省エネルギーな

どのエネルギーの有効な使用方法に関す

る情報の場を提供する。 

① 見学会(7月)。 

② 「エネルギーの未来を担う若手のため

のコロキウム2022」（石油学会関西支部

共催）(8月)。 

③ 第38回セミナー・100周年記念事業 

 (10月)（石油学会関西支部共催）。 

④ 第67回研究発表会（石油学会関西支部

共催）(12月)。 

⑤ 幹事会(1月、4月、7月、10月) 

西西部部支支部部  ① 石炭、水素、バイオマスをキーワードとし

たシンポジウム、セミナーを継続 

② 九州経済産業局殿と連携し、西部支部の

地域性を生かしたセミナーの企画 

③ 地域の学生・若手の育成および研究活動

の活性化のため、学生・若手研究発表会を

実施 

④ 九州大学グリーンテクノロジー研究教育

センター殿等と連携し、海外への CCT 技

術移転などを見据えた勉強会、セミナー

を通じて知識の深化を図る。 

⑤ 地域のエネルギーをキーワードとした新

たな取組み方針を検討 

⑥ 他学会（石油学会、機械工学会、化学工学

会等）の関連支部との連携により学会活

動を活性化 

① 低炭素システム研究会（共催、6月）。 

② 講演会および見学会の開催（6月）。 

③ 支部企画研究発表会の開催(11月)。 

④ 他学会関連支部行事の協賛。 

⑤ 役員会（6月、8月、11月）。 

⑥ 100周年記念事業に向けた準備と実施。 
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